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■「18・19歳」（平均値）　　■「20〜24歳」（平均値）
出所：国民生活センター

特集  18歳の消費者問題Vol.3 消費者教育〜きのう・きょう・あした〜

１
．
は
じ
め
に

　

2
0
1
8
年
6
月
13
日
に
民
法
改

正
法
案
が
可
決
・
成
立
し
、い
よ
い
よ

2
0
2
2
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ

る
。
こ
の
時
点
で
、
お
よ
そ
2
4
0
万

人
の
満
18
歳
・
19
歳
が
法
律
上
の「
成

年
」
と
な
り
、
そ
の
多
く
は
現
在
高
校

3
年
生
・
大
学
１
年
生
で
あ
る
。

　

成
年
年
齢
が
18
歳
へ
引
き
下
げ
ら
れ

る
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
弁
護
士
・
司

法
書
士
と
い
っ
た
法
律
の
専
門
家
や
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
機
関
に
お
け

る
相
談
員
な
ど
、
多
方
面
か
ら
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
消
費
者
教
育
の
観

点
か
ら
も
、
現
民
法
に
お
い
て
契
約
主

体
者
に
な
る
20
歳
を
境
に
消
費
者
被

害
が
増
大（
※
1
・
図
）し
て
い
る
現
状

に
鑑
み
、
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
を
危
惧
す

る
声
は
少
な
く
な
い
。

　

成
年
年
齢
引
き
下
げ
への
対
応
と
し

て
は
、『
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
』（
2
0
1
8
年
3

月
20
日
）の
当
面
の
重
要
事
項
の
ト
ッ

プ
に「
若
年
者
の
消
費
者
教
育
」
が
置

か
れ
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
よ
る

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
に

お
い
て「
主
権
者
教
育
、消
費
者
教
育
、

防
災
・
安
全
教
育
な
ど
の
充
実
」（
傍

線
筆
者
）が
掲
げ
ら
れ
た
。
成
年
年
齢

の
引
き
下
げ
が
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

２
．
消
費
者
教
育
が
重
視
さ
れ
た

背
景

（
1
）
消
費
者
被
害
の
低
年
齢
化

　

高
度
情
報
化
が
も
た
ら
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の
移
行
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
Z
世
代（
生
ま

れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
て
い
る“
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
”）が

「
18
歳
成
年
」を
見
据
え
た

 
消
費
者
教
育

低
年
齢
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
―
―
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
新
た
な
消
費
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
、
学
校
現
場
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
あ
り
方
と
は
。

「
18
歳
成
年
」
を
見
据
え
、
刻
々
と
変
化
す
る
情
報
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
今
を
知
る
と
と
も
に
、
学
校
消
費
者
教
育
の
可
能
性
を
探
る
。

鈴
木 

真
由
子 

（
す
ず
き
・
ま
ゆ
こ
）

大
阪
教
育
大
学 

教
授

5665
5200

4852

5686 5852 5787

4861

4180 4035

5203
4820

8450

7724
7263

7511

8196 8230
7845

7434 7393

8571

7741

図　PIO-NETにみる「18・19歳」「20～24歳」の年度別相談件数（平均値）
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S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）を
駆
使
し
、
新
た
な

消
費
文
化
を
築
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
は
、
消
費
者
被
害
を
複
雑

化
・
多
様
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
年
齢
を
低
下

さ
せ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
ア

ク
セ
ス
可
能
な
消
費
文
化
に
日
常
的
に

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の
傾
向
に
さ

ら
に
拍
車
が
か
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

例
え
ば
、
第
44
回
青
少
年
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

検
討
会
資
料（
2
0
2
0
年
2
月
4

日
）に
よ
る
と
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所

有
率
は
小
学
校
低
学
年
で
は
１
割
に
満

た
な
い
が
、
利
用
率
と
な
る
と
3
割
～

4
割
に
増
大
す
る
。
中
学
生
と
も
な

れ
ば
、
所
有
率
は
6
～
7
割
を
占
め
、

中
学
3
年
生
の
利
用
率
は
76
％
、
従

来
の
携
帯
電
話
を
含
め
る
と
8
割
に
の

ぼ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
率
が
所

有
率
を
上
回
っ
て
い
る
現
実
は
、
家
族

共
有
、
あ
る
い
は
親
が
所
有
し
て
い
る

端
末
機
器
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
の
機
器
に
は
、往
々
に
し
て

所
有
者（

≒

親
）の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
が
登
録
さ
れ
て
い
た
り
、パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
り
と
いっ
た
「
問
題
」
が
内

包
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

に
関
連
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
急
増

は
、こ
う
し
た
生
活
環
境
の
変
容
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
進
行

　

経
済
産
業
省
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
中
小
店
舗
へ
の
さ
ら
な
る
普
及

促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
検
討
会
」

（
2
0
2
0
年
度
）に
よ
れ
ば
、
2

 
0
 1 

9
年
の
日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い

比
率
は
26
・
8
％
で
あ
り
、
5
年
間
で

約
10
％
増
加
し
た
。
内
訳
を
み
る
と
、

約
9
割
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で

あ
り
、電
子
マ
ネ
ー
、デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

Q
R
コ
ー
ド
決
済
と
続
く
。
2
0
1
9

年
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
で
急
増
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
消
費
行
動
が
、

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
化
を
推
し
進
め
る
原
動

力
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に

想
像
で
き
る
。
ま
さ
に
、
外
出
自
粛
の

巣
ご
も
り
生
活
の
影
響
で
あ
る
。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
マ
ネ
ー
に
対
す
る
抵
抗

感
が
な
い
の
も
、
Z
世
代
の
特
徴
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
か
ざ
し
て
、“
〇
〇
Ｐａｙ
”で
買

い
物
を
す
る
。“
△
△
ポ
イ
ン
ト
”で
お

小
遣
い
を
も
ら
う
。
ア
プ
リ
内
の
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
、フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
売
り

買
い
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
活
動
し

て
い
る「
推
し
メ
ン
」
を“
投
げ
銭
”で

応
援
す
る
。
当
然
、
す
べ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
あ
る
。

３
．
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
を

踏
ま
え
た
学
習
指
導
要
領
の

改
訂

　

文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
は
、

小
中
高
等
学
校
に
お
け
る
学
習
の
目

標
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
2
0
2
0
年
度
に
小
学
校
、

2
0
2
1
年
度
に
中
学
校
、2
0
2
2

年
度
に
高
等
学
校
に
お
い
て
、
最
新
の

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
授
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
こ
の
た
び
の
改
訂
の
趣
旨
や

重
要
事
項
に
、
消
費
者
教
育
に
関
わ

る
文
言
が
入
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す

る
。
学
習
指
導
要
領
の
解
説
書（
※
２
）

に
は
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
関
わ

る
記
述
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
関
連
す
る
学
習
は

家
庭
科
や
社
会
科
に
含
ま
れ
て
い
た
も

の
の
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題

の一つ
に
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
挙
げ
、
そ

の
た
め
に
消
費
者
教
育
の
充
実
を
図
る

必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
の
影

響
は
大
き
い
。

　

家
庭
科
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
小
学
校

で
は「
買
物
の
仕
組
み
、
売
買
契
約
の

基
礎
、消
費
者
の
役
割
」、中
学
校
で
は

「
計
画
的
な
金
銭
管
理
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
の
三
者
間
契
約
、
売
買
契
約
の
仕

組
み
、
消
費
者
被
害
の
背
景
と
対
応
」、

高
等
学
校
で
は「
多
様
な
契
約
、
長
期

的
な
経
済
計
画
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
な
ど
を
学
ぶ
。
新
し
く
加
わ
っ
た

内
容
に
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
三
者

間
契
約
」の
よ
う
に
低
年
齢
の
学
校
段

階
に
移
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
検
定

教
科
書
の
該
当
ペ
ー
ジ
は
、「
内
容
が

追
加
」
さ
れ
「
充
実
を
図
る
」
こ
と
の

期
待
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
改
訂
前
と

比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
授
業
時
間
数
自
体
が
増

え
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
学
校
現
場

で
す
ぐ
さ
ま
充
実
し
た
消
費
者
教
育

が
実
現
す
る
か
と
い
え
ば
、
疑
問
が

残
る
。

　

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
サ

イ
ク
ル
は
、
お
よ
そ
10
年
に
１
度
で
あ

る
。
そ
の
頻
度
が
、
変
化
の
激
し
い
先

の
見
え
な
い
世
界
で
、
消
費
社
会
が
変

貌
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
合
致
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
学
習
者（
子
ど
も
）の
ほ

う
が
、
教
員（
お
と
な
）よ
り
も
消
費

文
化
に
長
け
て
い
て
、
豊
富
な
知
識
や

技
術
を
す
で
に
身
に
付
け
て
い
る
現
実

を
踏
ま
え
た
上
で
、い
つ
、
何
を
、
ど
の

よ
う
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

４
．
学
校
消
費
者
教
育
の
課
題
と

可
能
性

（
1
）
Z
世
代
を
知
る

　

上
述
し
た
よ
う
に
、デ
ジ
タ
ル
ネ
イ

テ
ィ
ブ
で
あ
る
Z
世
代
は
、
そ
れ
以
前

の
X
世
代
・
Y
世
代（
※
３
）
と
は
異

な
る
価
値
観
を
持
つ
。
ま
ず
は
、
小
中

高
校
生
が
含
ま
れ
る
Z
世
代
の
特
徴
、

中
で
も
消
費
行
動
や
マ
イ
ン
ド
に
つ
い

て
知
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ス
と
し
て
の
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特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
全

国
レ
ベ
ル
の
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
社
会
調
査
の

項
目
を
見
直
し
、
Z
世
代
の
消
費
行
動

が
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
知
る
こ

と
で
解
決
す
べ
き
具
体
的
な
課
題
を

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、

目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の

よ
う
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
っ
て
い

る
の
か
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
買
い
物

を
し
て
い
る
の
か
、ど
こ
か
ら
の
情
報
を

ど
の
程
度
信
頼
し
て
い
る
の
か
…
…
と

いっ
た
個
別
の
価
値
の
把
握
に
も
関
心

を
持
ち
た
い
。

　

筆
者
の
体
験
か
ら
推
測
す
れ
ば
、Z

世
代
が
物
を
購
入
す
る
際
に
検
討
す
る

項
目
の
中
に
、「
売
れ
る
か
ど
う
か
」
が

含
ま
れ
て
い
る
。
S
N
S
を
フ
ル
活
用

し
て
ト
レ
ン
ド
を
掴
み
、「
多
少
高
額
で

あ
っ
て
も
、
売
れ
る
も
の
は
購
入
に
値

す
る
」
と
判
断
す
る
傾
向
に
あ
る
。
売

却
に
は
、
も
ち
ろ
ん
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を

駆
使
す
る
。
定
額
サ
ー
ビ
ス（
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）、レ
ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
も

利
用
す
る
。「
新
品
」に
こ
だ
わ
ら
な
い

合
理
性
も
あ
り
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
※
４
）の
推
進
層
で
あ
る
。

　

情
報
収
集
の
仕
方
も
変
化
し
て
い

る
。「
ス
マ
ホ
で
ネ
ッ
ト
検
索
」
と
い
え

ば
、か
つ
て
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
い

た
が
、
Z
世
代
は
S
N
S
を
駆
使
し
、

「
＃
」
で
検
索
す
る
。
S
N
S
に
登
録

さ
れ
て
い
る
口
コ
ミ
情
報
を
参
考
に
し

て
意
思
決
定
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
は
、
情
報
収
集
・

活
用
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
信し

ん
ぴ
ょ
う
せ
い

憑
性
を
吟

味
し
、
読
み
解
く
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
２
）
授
業
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
、
実
現
さ
せ
た
い
消
費
者
教
育
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
次
の
４
点
を
挙
げ

た
い
。
す
な
わ
ち
、
①
原
理
・
原
則
の

理
解
、
②
時
間
的
・
空
間
的
な
想
像
、

③
子
ど
も
の
生
活
感
覚
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
④
多
様
な
連
携
先
と
の
協
働
、で

あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
①
～
③
の
補
足

説
明
は
割
愛
す
る
が（
参
考
文
献
参
照

の
こ
と
）、
④
に
つ
い
て
今
少
し
敷ふ

え
ん衍

し

て
お
こ
う
。

　

消
費
生
活
に
関
わ
る
情
報
は
、
刻
々

と
変
化
し
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
教
員
が
個
人
的
に
す
べ
て
の
情
報

を
網
羅
的
に
収
集
・
吟
味
し
続
け
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
授
業
づ
く
り
に

は
、
専
門
的
立
場
の
多
様
な
協
力
者
と

連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

2
0
1
8
年
10
月
13
日
に「
消
費
者

市
民
を
育
む
学
校
消
費
者
教
育
の
展

望
―
18
歳
成
年
時
代
を
見
据
え
た
多

様
な
連
携
―
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
消
費
者
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム（
主
催
：

日
本
消
費
者
教
育
学
会
関
西
支
部
）で

は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
消
費
者
問

題
対
策
委
員
会
副
委
員
長
の
中
村
新

造
弁
護
士
に
よ
る
基
調
講
演
お
よ
び
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
筆
者
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
は
、
法
律
の

専
門
家
や
研
究
者
を
は
じ
め
、
消
費
者

団
体
、
消
費
者
行
政
担
当
者
、
消
費
生

活
相
談
員
、
企
業
の
消
費
者
対
応
窓

口
担
当
者
、
教
員
、
大
学
院
生
…
…
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
そ
こ
で
確
認
で

き
た
の
は
、
学
校
の
周
辺
に
は
使
命
感

を
持
っ
て
現
場
と
連
携
し
、
消
費
者
教

育
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る

多
様
な
関
係
者
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
頼
も
し
い
事
実
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
優
れ
た

教
材
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
無
料
の
出

前
講
座
を
提
供
し
て
い
る
関
連
団
体

も
あ
る
。
多
様
な
連
携
先
と
協
働
す

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
有
意
義

な
消
費
者
教
育
関
連
の
授
業
が
展
開

さ
れ
る
可
能
性
に
期
待
し
た
い
。

５
．
お
わ
り
に

　
「
18
歳
成
年
」
を
踏
ま
え
た
消
費
者

教
育
は
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
現

実
を
見
れ
ば
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
教
員
の

自
助
努
力
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
協
力
者

の
善
意
で
成
立
し
て
い
る
よ
う
な
、
危

う
い
状
況
に
あ
る
。
学
校
を
取
り
巻
く

関
係
者
と
教
育
現
場
を“
多
様
な
連

携
”で
つ
な
ぐ
調
整
役
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
の
が
、
消
費
者
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
消
費
者
行
政
で
あ
る
。
そ

の
機
能
を
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
を

併
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
充
実
し

た
学
校
消
費
者
教
育
の
実
現
に
は
不

可
欠
と
い
え
よ
う
。

※１　国民生活センター PIO-NET（全国消費生活情報ネット
ワークシステム）によれば、2020年度の消費者からの
相談件数は、18・19歳の平均4820件に対して、20 〜
24歳の平均は7741件と約1.6倍に増加している。

※２　学習指導要領の解説書は学校段階別、教科別に発行
されており、改訂の趣旨、教科の目標及び内容、指導
上の留意事項やどのような授業展開が想定されている
のかといった記述が、関連する資料とともに掲載され
ている。

※３　誕生年の区分には国や文献によって諸説あるが、X世
代は、1965年〜 1980年ごろに生まれた層で、ベビー
ブーム後に誕生したいわゆる団塊ジュニア世代が含ま
れる。Y世代は、1980年〜 1995年に生まれた層を指
すが、20世紀末までを含む場合もある。

※４　総務省による定義では「個人等が所有する活用可能な
遊休資産等や能力を他の個人等も利用可能とする経
済活動」とされている。

【参考文献】
 1. 消費者教育支援センター（2020）鈴木真由子「学校に
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踏まえて ―」消費者教育研究、199号、4－6

 2. 荒井紀子、高木幸子、石島恵美子、鈴木真由子、小高
さほみ、平田京子（2020）『SDGsと家庭科カリキュラ
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くる』教育図書、90－92
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